
チェックシート　①

家庭や地域で　－主任児童委員、民生委員・児童委員、自治会など－

□ 虐待行為そのものの目撃（親はしつけと言うこともある。）

□ 身体的虐待を疑わせる音（叩く音、叫び声、異常な泣き声、怒鳴り声など）

□ 不自然な傷が多い。

□ 不自然な時間の徘徊が多い。

□ 衣服や身体が常に不潔である。季節にそぐわない服装をしている。

□ 常にお腹を空かせていて、与えると、ガツガツ食べる。

□ 警戒心が強く辺りをうかがう。友人などと一緒に遊べない。孤立している。

□ 傷や家族のことについて、不自然な説明が多い。

□ 保護者の在不在によって行動や表情が極端に違う。

□ 極端に発育・発達が遅れている。

□ 性的なことに過度に反応したり、不安を示す。

□ 年齢のわりに性的関心が高い。

□ 地域の中で孤立している。

□ 子どもに関する他者の意見に被害的・攻撃的になりやすい。

□ 子どもがケガしたり病気になっても、医者に診せようとしない。

□ トラブルの多い家族関係。良くない夫婦関係。離婚。別居生活など

□ 家庭生活がひどく乱れている。アルコール依存や多額の借金問題など

□ 精神や身体の病気のため、子育てが負担になっている。

□ 経済的困窮による夜間就労などの理由で、養育が困難になっている。

□ 乳幼児など小さな子どもを置いたままよく外出する。

□ 極端に偏った育児観や教育観を押しつけたり、体罰を肯定している。

 虐待行為を疑わせる状況

 子どもの状況

 保護者の状況

チェックリストの活用について

1   子どもや保護者等の該当項目にチェックし、支援が必要な親子を見つける

ための手立てとしてご活用ください。

２ 「チェックリストにチェックがある＝虐待事例」ではありません。

チェックリストは，「虐待の有無を決定するツール」でなく、「虐待が疑

われるかどうか」の視点を統一し、虐待のサインを見逃さないよう活用する

ものです。

３ あてはまる項目の多少によって虐待かどうかを判定するものではありません。

４ 全ての子どもを対象に一律に点検するためのものではありません。


